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平坦部の飼料用トウモロコシ一期作地帯

普及上の留意点
適期播種を行い、病害や倒伏を軽減するために栽植密度は6,000本/10a以下とする。

紋枯病の耐病性は標準品種とほぼ同等または優れているが、病害発生程度は高いので紋枯病多発地帯
での栽培は避ける。

早晩性のタイプはカタログのRM値によって分類しているが、作付の際の品種選定に当たっては生育日数
も考慮する。

　畜産研究所で飼料用トウモロコシ栽培試験を実施し、その結果を「福島県優良品種（輸入Ｆ１サイレージ用ト
ウモロコシ）総合評価基準」（平成１５年改訂）に基づき評価した。
　その結果、「31P41」が飼料用トウモロコシとして本県においても優良な品種であることが認められた。
「31P41」の主な特性は以下のとおりである。

　

新技術の解説

福島県農業総合センター  畜産研究所飼料環境科

部門名　飼料作物－飼料作物－品種
担当者　松澤保・新妻恭子・山内圭一・栗原三枝・森口克彦

行政支援情報

発芽から刈取適期である黄熟期までの日数が、標準品種であるセシリアより３日、32K61より６日遅い中晩
生タイプである（表１）。

適用範囲

期待される効果
飼料作物の収量性及び耐病性の向上により安定した自給飼料生産が期待できる。

セシリア及び32K61と比較してすす紋病、ごま葉枯病、黒穂病、根腐病、紋枯病の耐病性に優れている（表
２）。

全乾物収量はセシリア及び32K61より多い（表３）。

流通名は「パイオニア１２０日(３１Ｐ４１）｣であり、販売元はパイオニアハイブリッドジャパン株式会社であ
る。

飼料用トウモロコシの新しい優良品種「３１Ｐ４１」

要旨



Ⅱ

Ⅲ

1

　

2
(1)

(2) 平成18～20年度福島県農業総合センター試験成績概要(2006～2008)

福島県優良品種（輸入Ｆ１サイレージ用トウモロコシ）総合評価基準
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